






































































































































































































































































































































































































































































































































































































218 楢崎 アレルギー性組織変化の組織化学　1 札幌医誌1956
及び家兎のfibrinogenのhexose量はfibrinのそれよりも
非常｝こ多いという。fibrinogenがfibrinに変化するには，
それに相当する．糖を分解するためであpて，fibrinogenの
多糖類は血液凝固に重要な役割を演ずるというのである。
このようにfibrinは多糖類と蛋白の結合よりなるもので，
その点膠原線維に類似しているといえよう。PAS染色で
はかなりの陽性度を示し，Hale－PAS染色では両者の陽性
物質が混在し，Hale・Van　Gieson染色ではピクリン酸で
黄染するが，一部にHale陽性物質を混じている。また過
沃度酸Sch縦，ピクロ・メチリ青染色でPtz特有な朱色が現
われる。この色調は正常の結合織線維では全く認められな
いもので，恐らくはPASの赤紫とtOタリン酸の黄色の配
合よりなるものと考えられるのであるeただこのfibrin
凝」血．塊でも精見すると，美麗なfibrinとして折出した部
分と穎粒状無構造で梁状に見える部分では多少染色性が異
な：るように見える。
　人体胎盤のfibrinoid物質の所見：人体の胎盤胎児部
に飾r加oin物質の認められることは周知のところである。
この部分は無構造均等性で強度のfibrin反応陽性を示し
ている。PAS染色は強陽性で，　Hale－PAS染色ではHale
陽性部は殆どなく一部PAS陽性物質と重さなるため，赤
紫色の外に紫色の部分を認める。Hale－Van　Gieson染色
では鈍黄色をし呈し，且つ多少のHaleの青色を混じてい
る。Lillieのallochrome、法では特有な濃朱色を呈してい
る。
　以上のよう．tlu　．fibrinとfibrinoid物質は共通的性状を
有し，i多糖類染色ではHale　i染色よりもPAS法に強く反
応し，metachromasiaは全く陰性である。これに反し酸
性多糖類よりなる膀帯及び軟骨はHale陽性が断然強く．且
つmetachromasiaは何れれも1場性である。
結 論
　1）正常家兎及び海狸皮膚に諸種の多種類ないし酸性多
糖類染色法を施してyy〈の成績を得た。
　2）膠原線維はRinehart（Hale－RAS染色）により物心
部はPAS陽性，周辺部はHale陽性，またRinahart法
（Hale－Van　Gieson染色）では中心部はフクシン陽性，周
辺はHale陽性である。　allochrome法（Lillie）では膠原
線維は青際するが，太い線維の中央部は赤紫染する。tol－
uidine　blueによるmetachromasia及びfibrin　ee色は共
に陰性である。
　2）弐にfibrinoid変性の予備的研究として，ヒァルロ
ン酸を含む隣帯，コンドロチン硫酸を含む軟骨基質，fibrin
凝塊及びfibrinoid物質を含む胎盤の組織化学：的検索を行
って亥の成績を得た。
　i）二三の粘液性物質及び軟骨基質の酸性多門類は
H：ale・PAS及びHa1－Van　Gieson染色（Rinehart）では何
れもHale陽性が強く現われる。　allochrome法（Lillie）
ではピクロ・メチル青の色調をとる。t6Juisine　blueによ
るmetachromasiaでは軟骨はpHの如何にかかわららず
陽性，贋帯の粘液性物質はpH　2．5で陰性である。
　ii）fibrin凝塊及び胎盤のfibrinoid物質についてみる
と，fibrin染色は何れも弛ミ陽性，　toluisine　blueによる
meヒaehromasiaは陰性である。またH田e－PAS染色では
HaleよりもPAS陽性度が強く現れる。さらにこれ等は
Hale－Van　Gleson染色では鈍黄色（牛皮色），　allochrome
法（Lillie）では朱赤色を示す。このように胎盤のfibrinoid
物質の性状はfibrinに近似するということが出来ると思
われる。
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